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みそづくり講習会 
〜みそを手作りしませんか〜

日時　①２月７日㈰　②２月14
日㈰　９時～正午

場所　松尾ふれあい館
定員　市内在住各回10人 ( 先着
順 )

費用　2,000円
用意するもの　エプロン・三角布
５㎏程度お持ち帰りできる容器
・ 　農林水産課
　☎0475(80)1211

「世界が食べられなくなる日」 
無料映画上映会

“ 食べたものは体になっていくか
ら ”この機会に食の安全について
考えてみませんか？
日時　２月11日㈭13～15時20分
場所　千葉市文化センター
参加費　無料
申込期限　２月５日㈮
・ 　生活協同組合パルシステ
　ム千葉　千葉センター
　☎0120(866)918
　▢℻043(292)4444
　 chiba-kumikatsu@pal.or.jp

第2回 
市民後見人養成講座の受講生募集

成年後見制度は、判断能力が十分
でない高齢者等を保護・支援する制
度です。地域の実情に詳しく、きめ
細やかな対応が期待できる市民後
見人を養成する講座を開催します。
開催日　講座１月17日・31日・
　２月14日・28日・３月６日
　実習２日間（全７日）
場所　成東老人福祉センター
対象　①～③すべてに該当する方
①�山武市に在住もしくは勤務す
　る25歳以上の方
②民法第847条に定める後見人
　の欠格事由に該当しない方
③上記、講座 (30時間 )・実習 (12
　時間 ) のすべてに参加できる方

募集期限　１月８日㈮
※詳しくは、お問い合わせください。
　さんむ成年後見支援センター
　☎0475(82)7111
東金青年の家バンドフェスティ
バル出演バンド大募集！

期日　３月13日㈰　２月に打ち
合せをします。

場所　千葉県立東金青年の家
定員　10バンド (先着順 )
参加費　１バンド1,000円
※電話で申し込み。持ち物等、詳
細は申し込み後にご案内します。
　東金青年の家　
　☎0475(54)1301

県立旭高等技術専門校 
平成28年度入校生募集（Ｂ日程）

募集科目　ＮＣ機械加工科（１年
間）11人

募集締切　１月21日㈭
選考日　２月４日㈭
合格発表　２月10日㈬
※Ｂ日程で定員に達しなかった場
合、Ｃ日程により募集します。
詳細はお問い合わせください。
・ 　県立旭高等技術専門校
　☎0479(62)2508
城西国際大学環境社会学部 
社会人学生を募集中

城西国際大学環境社会学部では、
社会人の大学での学びを奨励して
います。地球環境について広く学
び、卒業後、地域での実践に役立
つ専門的なスキルを身に着けられ
ます。環境社会学部への「社会人
入学」を希望される方には、以下
の「奨学制度」が適用されます。
①入学金の免除、授業料の減免 (2
分の1) があります。
②学部が実施する「海外研修」の
必要経費のうち、2分の1を研
修奨学金として支援します。
※詳しくは、お問い合わせください。
　城西国際大学環境社会学部事
務室　今井・鵜澤
　☎0475(53)2150
　▢℻0475(55)8811
　 info-env@jiu.ac.jp

募　集

昨年のみそづくり講習会
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お知らせ
航空科学博物館イベント　
〜元日から開館しています〜

＜飛行機工作教室＞
日時　１月２日㈯・３日㈰・４日
㈪　各日13～14時30分

費用　材料費300円 ( 原則小学生
以上・先着40人 )

< 航空無線通信士受験直前対策
セミナー（要予約）>
日時　１月16日㈯・17日㈰
費用　7,000円 ( 中学生以上・先
着30人 )

講義科目　16日　無線工学
　�17日　英語・電気通信術・電
波法規

< 航空アート展 >
期間　３月27日㈰まで
費用　入館料のみ
　航空科学博物館
　☎0479（78）0557
ボーイスカウト東金第一団 
スカウト募集説明会

日時　１月11日㈪　11時～正午
場所　東金青年の家
対象　幼稚園年長児から小学生
　ボーイスカウト東金第一団
　山下　☎0475(55)0204
あんとんねぇさ〜 in 山武市 

「九十九里地域認知症家族の会」

日時　１月26日㈫　13時30分～
15時30分

場所　成東文化会館のぎくプラザ
内容　参加者同士の交流会と個別
相談

対象　認知症の方 ( 疑いを含む )
を介護している方
※市外にお住まいの方も参加でき
ます。
・ 　地域包括支援センター　
☎0475(80)2643

動物愛護センター動物愛護事業

開催場所　千葉県動物愛護セン
ター（富里市御料709-1）
・ 　千葉県動物愛護センター
　☎0476(93)5711（土日祝休み）
< 犬のしつけ方教室（予約制）>
基礎講座　受講料無料
1月17日㈰・２月14日㈰・３
月12日㈯　13～14時30分（受
付12時30分～13時）各日先着
30組

実技講座　受講料3,000円
１月17日㈰・２月14日㈰・３
月12日㈯　14～16時（受付13
時30分～14時）各日先着30組

< パピークラス（予約制・無料）>
子犬同伴で参加できる飼い方教室
です。
日時　１月23日㈯・２月27日㈯・
３月26日㈯
各日程　時間応相談

< 一般譲渡会（無料）>
直接受付時間に
来てください。
センターの成
犬・成猫・子猫
を譲渡します。

日時　１月28日㈭・２月25日㈭・
３月９日㈬・３月26日㈯
（受付13～13時30分）

< 飼い主さがしの会（予約制・無料）>
日時　１月17日㈰・２月14日㈰・
３月12日㈯

犬猫の欲しい方　受付９～９時
30分

犬猫をあげたい
方　受付９時
30分～10時

千葉地方法務局東金出張所にお
ける登記相談の予約制の開始

平成28年２月１日㈪から不動産
登記（相続や住宅ローン完済によ
る抵当権抹消登記等）の申請手続
きに関する相談は、事前に電話等
による予約制になります。ご協力
をお願いします。
・ 　千葉地方法務局東金出張所
　☎0475(52)2402
山武郡市広域行政組合平成28年度 
入札参加資格審査申請（追加受付）

受付期間　２月１日㈪～２月12
日㈮　９～16時（土・日・祝
日を除く）

要領配布　組合ホームページまた
は組合企画財政課契約管財係

申請方法　持参のみ (郵送不可 )
・ 　山武郡市広域行政組合企
画財政課契約管財係
　☎0475(54)0252
http://www.sanbukouiki-�

　chiba.jp

東金労働基準協会有料各種講習会

危険予知訓練（KYT）講習
日時　２月18日㈭　９時～
監督署・安定所への各種届出講習
日時　２月25日㈭　13時20分～
場所　成東文化会館のぎくプラザ
申込期限　２月５日㈮
・ 　東金労働基準協会
　☎0475(52)1061
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日本酒がひときわおいしくなるこの季節。市内にある蔵元を訪ね、こだわりの酒造りをお聞きしました。

　

　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　　

　

　

　
　
　

  
    

市民
記者が行く

蔵元を蔵元を
訪ねて訪ねて
①①

　花の友㈱　　山武市松尾町大堤438� ☎0479(86)2044
　　㈾寒菊銘醸　山武市松尾町武野里11� ☎0479(86)3050

●
山
武
市
松
尾
町
大
堤

花
の
友

「
花
の
友
」は
慶
応
元
年（
１
８
６
５
）

創
業
の
酒
蔵
で
す
。

６
代
目
の
蔵
主
花
沢
和
彦
さ
ん
と
奥

様
が
寒
空
の
下
、
取
材
の
私
た
ち
を
温

か
く
迎
え
て
く
れ
ま
し
た
。

手
入
れ
の
行
き
届
い
た
庭
に
は
、

１
５
０
０
株
の
岩
ヒ
バ
と
、
立
派
な
母

屋
と
離
れ
の
和
室
が
、
そ
の
歴
史
を
物

語
っ
て
い
ま
す
。

裏
山
の
桔
梗
ヶ
丘
一
帯
か
ら
絞
り
込

ま
れ
た
水
は
、
敷
地
内
の
井
戸
か
ら
湧

き
出
す
良
質
な
天
然
水
と
な
り
、
酒
造

り
に
使
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
余
分
な
ミ

ネ
ラ
ル
分
が
少
な
い
、
と
て
も
軟
ら
か

な
優
し
い
水
で
、
お
酒
を
特
徴
あ
る
も

の
に
仕
立
て
て
い
ま
す
。

酒
造
米
を
60
％
ま
で
磨
き

上
げ
て
造
っ
た
特
別
純
米

酒
「
花
い
ち
も
ん
め
」

を
試
飲
さ
せ
て
頂

き
ま
し
た
。

フ
ル
ー

テ
ィ
ー

で
清
涼
感

あ
る
香
り
が

特
徴
の
名
前
の
と

お
り
優
し
い
イ
メ
ー

ジ
の
お
酒
で
し
た
。「
食

事
を
し
な
が
ら
気
軽
に
頂
け

る
質
の
良
い
お
酒
を
提
供
し
て
い

き
た
い
」
と
静
か
に
語
る
蔵
主
の
お

人
柄
が
、
お
酒
に
も
現
れ
て
い
る
よ
う

な
温
か
い
酒
蔵
で
す
。

現
在
は
酒
蔵
見
学
は
行
っ
て
い
ま
せ

ん
が
、
歴
史
を
感
じ
る
お
屋
敷
や
お
庭

を
散
歩
し
な
が
ら
、
お
気
に
入
り
の
１

本
を
探
し
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う

か
。

●
山
武
市
松
尾
町
武
野
里

寒
菊
銘
醸

創
業
明
治
16
年
（
１
８
８
３
）
の

「
寒か
ん
き
く菊
銘
醸
」
を
訪
ね
、
30
代
の
若
い

５
代
目
蔵
主
佐
瀬
建
一
さ
ん
と
奥
様
に

お
話
を
お
伺
い
し
ま
し
た
。

樹
齢
２
０
０
年
を
超
え
る
柿
の
古
木

の
根
元
か
ら
湧
く
地
下
水
を
使
用

し
、
地
酒
「
寒
菊
」
を
造
っ
た

こ
と
が
始
ま
り
。

酒
名
の「
寒
菊
」は
、

冬
に
黄
色
い
小
菊

が
咲
い
て
い

た
こ
と
か

ら
命
名

し
た
と
言

い
ま
す
。

毎
年
、
杜と
う
じ氏
が

11
月
か
ら
翌
年
３
月
下

旬
ま
で
滞
在
。
仕
込
み
が

始
ま
る
と
24
時
間
体
制
で
酒
造

り
を
行
っ
て
い
ま
す
。
酒
造
り
で

重
要
な
点
の
一
つ
に
は
、
酒
に
適
し
た

米
の
精
白
度
を
高
め
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
長
年
苦
心
さ
れ
た
結
果
、
大
吟
醸

「
夢
の
又
夢
」
が
誕
生
。
山
田
錦
を
極

限
ま
で
扁
平
精
米
し
、
う
ま
味
成
分
を

と
り
だ
し
て
醸
し
て
い
る
の
が
特
徴
で

す
。「
全
国
新
酒
鑑
評
会
」
で
金
賞
を
何

度
も
受
賞
し
た
実
績
が
あ
り
ま
す
。

「
本
醸
造
無
濾
過
生
原
酒
」
は
、搾
っ

た
ま
ま
の
味
が
楽
し
め
る
お
酒
で
、
ア

ル
コ
ー
ル
度
数
20
％
な
が
ら
、
米
の
も

つ
力
強
さ
を
舌
で
感
じ
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

蔵
主
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
新
商
品
の
開

発
や
設
備
投
資
を
行
い
、
デ
パ
ー
ト
で

の
販
売
を
積
極
的
に
展
開
し
、
海
外
へ

の
販
路
拡
大
を
図
っ
て
い
ま
す
。

「
楽
し
み
の
ツ
ー
ル
と
し
て
、
気
に

入
っ
た
グ
ラ
ス
で
気
楽
に
楽
し
ん
で
く

だ
さ
い
」
と
佐
瀬
蔵
主
。

平
成
９
年
か
ら
地
ビ
ー
ル
工
房
と
レ

ス
ト
ラ
ン
を
併
設
。
週
末
に
は
「
生
ラ

イ
ブ
」
を
開
催
し
地
域
お
こ
し
に
も
一

役
か
っ
て
い
ま
す
。

若
い
蔵
主
の
熱
意
は
酒
名
の
と
お

り
、「
夢
の
又
夢
」
へ
と
続
き
ま
す
。

酒 造 歴
40 年 の
南部杜氏
の髙橋正
芳氏。平
成７年よ
り杜氏と
して「寒

菊」の酒造りを支えている。
地酒造りの原点ともいえる
手づくりの心を忘れずに精
魂こめて醸す酒は、全国新
酒鑑評会の金賞受賞をはじ
め高い評価を得ている。
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SUNムシくん

グルメレポート

　
お
正
月
と
言
え
ば
、
お
せ
ち
と
お
雑
煮
。
お
雑
煮

と
言
え
ば
、
は
ば
の
り
…
…
実
は
、
は
ば
の
り
を
雑

煮
に
入
れ
て
食
べ
る
の
は
山
武
郡
地
域
だ
け
と
言
わ

れ
て
い
る
ム
シ
シ
。

　
今
回
は
そ
ん
な
は
ば
の
り
を
入
れ
た
雑
煮
に
つ
い

て
Ｓ
Ｕ
Ｎ
ム
シ
く
ん
が
紹
介
す
る
よ
。

「
は
ば
の
り
」っ
て
？

は
ば
の
り
は
主
に
房
州
で
採
れ
る
海
草
で
、
12
月
〜
早
春
の

寒
い
冬
の
海
、波
打
ち
際
の
岩
場
に
生
え
て
い
る
ム
シ
シ
。洗
っ

て
乾
燥
さ
せ
た
も
の
が
は
ば
の
り
と
し
て
お
店
に
売
ら
れ
て
い

る
ん
だ
。
普
通
の
焼
き
の
り
な
ど
と
は
は
ち
が
っ
た
独
特
な
塩

味
が
あ
っ
て
、
年
の
初
め
に
は
ば
の
り
を
食
べ
る
と
「
1
年
中

ハ
バ
を
利
か
す
」
と
い
わ
れ
縁
起
の
良
い
食
材
と
し
て
重
宝
さ

れ
て
い
る
よ
。

昆
布
や
か
つ
お
節
な
ど
の
出
汁
に
醤
油
な
ど
で
味
を
調
え
た

つ
ゆ
に
さ
っ
と
炙
っ
た
は
ば
の
り
を
た
っ
ぷ
り
か
け
て
食
べ
る

の
が
こ
の
地
域
の
一
般
的
な
食
べ
方
ム
シ
シ
。

中
に
は
、「
こ
れ
を
食
べ
な
い
と
正
月
が
来
た
気
が
し
な
い
」

と
い
う
人
も
い
る
く
ら
い
な
ん
だ
。

何
だ
か
、
説
明
し
て
た
ら
お
腹
空
い
て
き
た
な
〜
。
帰
っ
て

は
ば
の
り
を
か
け
て
お
雑
煮
食
ー
べ
よ
っ
と
。

1　�さまざまな模様があり、目でも楽し
める、郷土料理「太巻き寿司」

2　�はばのりをたっぷり入れて食べてと
鈴木さん

今回、取材に協力してくれたのは、地域の郷土料理である太巻き寿司作
リ体験なども行っている、「食と農の体験工房　よもぎ館」の鈴木和子さ
ん（松尾町木刀）。
「昔は具は何も入っていない出汁にはばのりだけ入れて食べていたよ」
と鈴木さん。
今では、大根や里芋を入れたり、鶏肉を入れたり各家庭ごとの味がある
が、さっと炙ったはばのりを入れるのだけは変わらないと語られました。
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